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第１章 計画の概要 

１．公共交通計画策定の背景と目的 

 平成25年12月に交通政策基本法が公布・施行されたことを受け、地域公共交通
の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律が施行されました。これは、
都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（立地適正化計画の策定）と連動し
ており、地方公共団体が中心となり、まちづくりと連携し、面的な公共交通ネッ
トワークを再構築することがポイントに位置付けられています。 

 本市では、これらの法制度改正の主旨を踏まえ、持続可能な公共交通網の形成
を図るため、平成29年5月に「湖西市地域公共交通網形成計画」を策定し、コ
ミュニティバス「コーちゃんバス」やデマンド型乗合タクシーの利便性の向上や
効率的な運行に努めてまいりました。 

 今後、人口減少と少子高齢化が進む中、本市が持続的に発展するために、市外
からの通勤者やその家族の市内への定住が生命線と言えます。これを踏まえ、令
和3年3月に策定された第6次湖西市総合計画（以下、総合計画）の実践計画では
「職住近接」をテーマとして計画が策定されています。また、「職住近接」を促
進するためのポイントの1つとして住環境の整備があげられています。公共交通
は、住環境の整備による市民生活や活動の利便性を確保するための社会基盤とし
て必要不可欠であり、重点施策の1つに位置付けられています。 

 国では、令和2年11月に持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を
推進するための地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部を改正する
法律が施行されました。改正では、輸送資源の総動員による移動手段の確保や既
存の公共交通サービスの改善の徹底による地域の移動ニーズへのきめ細かな対応
や、地域が自らデザインする地域の交通として「地域公共交通計画」の策定が努
力義務化されました。 

 こうした状況を踏まえ、上位計画である総合計画や関連計画である湖西市立地
適正化計画などと整合・連携を図り、利便性と持続可能性を両立した公共交通と
し、「市民が安心して暮らすことができるまち」を実現するために「湖西市地域
公共交通計画」を策定します。 

第１章 計画の概要 
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２．計画の位置づけ 

 本計画は、上位計画の総合計画や関連計画の湖西市都市計画マスタープランや
立地適正化計画などと整合・連携を図り、策定するものです。 

第１章 計画の概要 

整合 
整合 

整合 

連携 

３．計画の区域 

 本計画の区域は、湖西市全域を対象とします。 

４．計画の期間 

 本計画の期間は、本市が目指す将来の理想の姿を見据え、上位計画である総合
計画との整合を図るため、総合計画の基本構想の実現に向けて、必要な施策を体
系化し、方向性を示した具体的な計画である実践計画にあわせ令和4年度（2022）
から令和7年度（2025）までの４年間とします。 

 なお、公共交通を取り巻く環境の変化に応じて、計画は随時見直します。 
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【参考】都市計画マスタープランにおける将来都市構造 

●集約・連携型の都市構造 

第１章 計画の概要 

 「集約・連携型の都市構造」を目指す上で、都市機能を集約する拠点は、JR東海道本線
鷲津駅、新居町駅及び新所原駅の、各駅を中心とする市街地に配置します。 

 このうち、鷲津駅を中心とする鷲津市街地は「都市拠点」として位置づけ、市民や来訪
者など、あらゆる人が集まり交流する本市の中心地として、商業・業務・文化・娯楽・
公共公益・民住など、高次都市機能の集約を図るとともに、利便性の高い地域公共交通
など、都市活動を支援する多様なサービスの提供・充実を図ります。 

 また、新居町駅を中心とする新居市街地や、新所原駅を中心とする新所原市街地は「地
域拠点」として位置づけ、地域における生活・交流の中心地として、居住機能のほか、
生活に身近な商業・業務機能や、自然や歴史などの地域資源を活かした観光機能などの
充実を図るとともに、地域公共交通などのサービスの提供・充実を図ります。 
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第２章 湖西市の現状と課題 

① 人口推移と推計（国勢調査に基づく人口推計） 

出典：湖西市総合計画 

第２章 湖西市の現状と課題 

１．湖西市の現状 
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② 人口構造の変化 

第２章 湖西市の現状と課題 

出典：湖西市総合計画 
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③ 公共交通分担率 

  鉄道 バス 自動車 バイク 自転車 徒歩 全手段 
公共交通 
分担率 

湖西市 3.9% 0.3% 68.6% 2.9% 8.4% 15.9% 100.0% 4.2% 

全国 16.4% 2.7% 45.0% 2.4% 13.8% 19.7% 100.0% 19.1% 

代表交通手段別分担率（全目的） 

出典：第4回西遠都市圏PT調査、H27全国都市交通特性調査 

④ 通勤・通学における人の動き（2015年） 

域内への流入者数 

17,581人 

1位 浜松市 8,945人 2位 豊橋市 6,470人 

3位 豊川市 659人 4位 磐田市 334人 

5位 田原市 130人 6位 新城市 121人 

7位 岡崎市 108人 8位 掛川市 91人 

9位 袋井市 89人 10位 蒲郡市 86人 

域外への流出者数 

10,642人 

1位 浜松市 5,894人 2位 豊橋市 3,109人 

3位 磐田市 266人 4位 名古屋市 244人 

5位 豊川市 176人 6位 田原市 113人 

7位 静岡市 88人 8位 牧之原市 87人 

9位 袋井市 64人 10位 岡崎市 60人 

流入者数：17,581人 

流出者数：10,642人 

（流入超過数：6,939人） 

第２章 湖西市の現状と課題 
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【図】通勤通学人口流動 

●流出 

第２章 湖西市の現状と課題 
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⑤ コーちゃんバス利用者数の推移 

第２章 湖西市の現状と課題 

⑥ デマンド型乗合タクシー利用者数の推移 
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⑦ 高齢者運転免許返納状況の推移（70歳以上、湖西警察署の返納状況） 

第２章 湖西市の現状と課題 
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出典：湖西警察署「犯罪と交通事故のあらまし」 

⑧ 原付以上運転者（第１当事者）の年齢層別免許保有者10万人当たり交通事故      

 件数の推移【全国】 

出典：道路の交通に関する統計（警察庁） 
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⑨ 令和３年度市民意識調査の結果 

 

 

公共交通の満足度 

 

外出時における利用する公共交通と利用頻度 

 

平日・休日の主な交通手段 

 

湖西市が住みにくいと答えた人のうち、公共交通機関が不便
であるを理由に挙げた人の割合 

 

など 

 

 

Ｒ３市民意識調査の結果がまとまり次第追加 

第２章 湖西市の現状と課題 
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Ｒ３市民意識調査の結果がまとまり次第追加 

第２章 湖西市の現状と課題 
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 公共交通の利用圏域を鉄道駅から1㎞、バス停から300mとした場合、人口密度が高い地域は
概ねカバーしていますが、一部地域では公共交通空白地域が存在しています。 

  

 

 

 

 

現状の公共交通ネットワークの図 

 

 ・公共交通空白地域 

・人口密度 

・バス路線（バス停） 

・デマンド運行地区 

 

利用圏域設定 

鉄道駅1㎞ 

バス停300m 

 

２．公共交通の現状 

第２章 湖西市の現状と課題 

【地域公共交通ネットワーク】※令和3年3月時点 
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第２章 湖西市の現状と課題 

【地域公共交通の路線図】 

◇コーちゃんバスの国庫補助対象路線について 

 新居鷲津線、白須賀鷲津線、白須賀岡崎線、岡崎循環線、知波田入出線のうち、白須賀地区、知
波田地区、入出地区内の交通不便地域の指定を受けている地区を運行している系統は、国庫補助を
受けて運行しており、住民が都市拠点や地域拠点へ移動する際の、重要な移動手段となっていま
す。 
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① 鉄道 

東海道本線 

市内に鷲津駅、新所原駅、新居町駅の3つの駅があり、東に位置する浜松市と西に位置する
愛知県豊橋市を結び、市内を東西に横断する形で運行をしています。市内外からの通勤・通
学などの日常生活に利用されており、新所原駅は、年間約150万人に利用されています。 

 

天竜浜名湖線 

市内に新所原駅、アスモ前駅、大森駅、知波田駅の4つの駅があり、浜名湖の北部を経て掛
川駅まで運行しています。経路には、浜松市、磐田市、袋井市、森町、掛川市があり、市内
外からの通勤・通学などの日常生活や静岡県の西の玄関口として観光客に利用されており、
新所原駅は、乗車、降車ともに年間約12万人に利用されています。 

 

② タクシー 

本市では、鷲津駅を中心に各駅にタクシーの待機所があり、1社のタクシー事業者が運行し
ています。主に高齢者の通院、買い物や市内事業所への出張者などに利用されています。 

 

③ コミュニティバス「コーちゃんバス」 

コーちゃんバスは、平成25年4月から運行を開始し、現在6台7路線で運行しています。運賃
は、市内全域一律運賃（200円）であり、平成29年4月から運転免許証の自主返納をされた方
に2年間の無料乗車券を交付しています。また、運行経路は、都市拠点である鷲津地区を中
心に地域拠点の岡崎地区、新居地区、集落拠点の知波田地区、白須賀地区を結ぶ路線が設け
られており、市民の通院や買い物などの日常生活に利用されており、コロナ禍前までは、年
間約10万人に利用されています。 

 

④ デマンド型乗合タクシー 

平成30年3月より自宅と指定施設を結ぶ新たな送迎手段として白須賀地区で運行を開始しま
した。現在、知波田地区、新居地区を追加した市内3地区で運行しています。また、令和2年
10月より利用者の費用負担の軽減や乗合率の向上、運行の効率化を目的に乗合割引きを導入
しています。 

 

⑤ ＢａａＳ事業（実証実験中） 

令和2年度より市内を運行する企業シャトルバスという地域資源を有効活用し、自家用有償
旅客運送で市民も利用可能な企業シャトルバスを運行する実証実験を開始しました。官民連
携による新たなモビリティサービスとして令和3年度も鷲津地区と岡崎地区で引き続き実証
実験を実施し、社会実装を目指しています。 

第２章 湖西市の現状と課題 
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① 行きたい時間に行きたい場所に行けない 

・運行開始以降、より多くの人に利用してもらうための見直しを行ってきた結果、運行経路
が長大となり、目的地までより多くの時間を要するサービスとなっています。また、各路線
を1台で運行しており、すべての人の目的に合ったダイヤの設定ができず、交通空白時間
（バス停はあるが、ダイヤにより公共交通を利用できない時間帯）が存在します。 

 

② 高齢ドライバーの増加に伴う交通事故件数の増加 

・全国的な課題として、超高齢社会を迎え、2040年には人口層の厚い年代である団塊の世
代、団塊ジュニア世代が高齢者となり高齢化のピークを迎えます。本市においては、代表交
通手段が自動車である市民の割合が非常に高く（湖西市68.6％、全国45.0％）、高齢の免許
保有者が、より増加する可能性があります。また、10万人当たりの交通事故件数は高齢にな
るほど増加する傾向にあるため、高齢ドライバーによる事故件数もより増加する可能性があ
ります。 

 

③ 高齢者人口の増加に対応した公共交通サービスの充実 

・高齢者人口の増加に伴い、利用ニーズの増加や多様化が予想されます。これらに応じた公
共交通サービスの提供が必要になります。 

 

④ 移動手段として公共交通の優先順位が低い 

・公共交通分担率が4.2％（全国平均19.1％）、代表交通手段が自動車である市民が68.6％
（全国平均45.0％）と自動車に依存した状況となっており、考えられる要因としては、利便
性の低さが考えられます。 

 

⑤ 時刻表などの見方が難しい（利用したいが利用できない） 

・運行経路やダイヤが複雑化しており、初めて利用する人や高齢者にとってわかりづらい
サービスとなっています。 

 

⑥ 限られた財源の有効活用と公共交通サービスの効率化 

・コーちゃんバスやデマンド型乗合タクシーの運行には、年間7,000万円から8,000万円程度
の経費がかかっています。2040年には、人口層の厚い年代である団塊の世代、団塊ジュニア
世代が高齢者となり、高齢化のピークを迎え、人口の減少と少子高齢化は市政運営に様々な
影響を及ぼすと予測されます。このような状況の中でも市民が不自由なく暮らせるまちであ
るために、サービス水準の向上と運行の効率化を両立させる必要があります。 

３．公共交通を取り巻く課題 

第２章 湖西市の現状と課題 
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第２章 湖西市の現状と課題 
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第３章 基本計画 

 第６次湖西市総合計画では、２０４０年の湖西市の理想の姿として、以下の４つ 

のまちの姿を掲げています。 

１．安心して暮らすことができるまち 

２．結婚・出産・子育ての希望がかなえられ、誰もが活躍できるまち 

３．稼ぐ力に満ち、安心して働けるまち 

４．新たなつながりを築き、新しいひとの流れがあるまち 

 

 公共交通は、市民の生活や活動を支える社会基盤であり、理想の姿を実現するた 

めに必要不可欠なものです。 

 上位計画や関連計画で求められる役割等を踏まえ、鉄道、バス、タクシーなどの 

地域の輸送手段を総動員し、多様化するニーズに対応することで 

１．計画の基本方針 

安心して いきいきと暮らすことができる 
 

わがまちＫＯＳＡＩ 
 

移動サービスが みんなを未来へ運びＭａａＳ 
（まーす） 

第３章 基本計画 
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 計画の基本方針に基づき、「湖西市地域公共交通計画」の目標として以下の3つ
を設定します。 

 

【目標１】安心して暮らせる公共交通サービスへ 

 ・高齢ドライバーが免許返納しても外出できる公共交通サービスの提供と啓発 

 ・デマンド（愛称）の運行エリア拡大によるラストワンマイル問題の解消 

 ・地域資源を活用することによる利便性の向上 

 

【目標２】魅力ある公共交通サービスへ 

 ・公共交通サービスを認識し、利用してもらうための情報発信 

 ・時間や乗り継ぎ案内の方法を見直し、利用者にとって分かりやすく、利用しや 

  すいサービスへ 

 ・様々な事業と連携した付加価値の創出へ 

 

【目標３】持続可能な公共交通サービスへ 

 ・交通事業者と連携した担い手の確保 

 ・都市拠点と地域拠点、主要集落エリアを結ぶ経路、ダイヤの見直しによる効率   

  化と利便性の向上 

 

２．計画の目標 

第３章 基本計画 
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 デマンド型乗合タクシーの市内全域拡大（一部除く）に伴い、令和７年度に向けてコーちゃ
んバス路線は、経路、ダイヤの見直しを行います。また、企業シャトルBaaSの社会実装と併
せ、利便性の向上や効率化を図っていきます。 

  

 

 

 

 

公共交通ネットワークの将来像 

 

 ・公共交通空白地域 

・人口密度 

・バス路線（バス停） 

・デマンド運行地区 

 

利用圏域設定 

鉄道駅1㎞ 

バス停300m 

３．公共交通の将来像 

第３章 基本計画 
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１．体系図 

第４章 目標を達成するための事業 

第４章 目標を達成するための事業 
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第４章 目標を達成するための事業 
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２．個別事業 

第４章 目標を達成するための事業 

 計画の目標を達成するために実施する個別事業は次のとおりです。 

目標１  安心して暮らせる公共交通サービスへ 

• 日常生活を送る中で自家用車は非常に便利な移動手段であり、なくてはならない
ものですが、高齢により免許を返納した方や学生、自家用車を持たない方にとっ
て、公共交通は必要不可欠なものです。 

 

• また、遠方への外出で鉄道を利用する際の駅までの移動手段や自家用車が使用で
きない時の移動手段など、普段は利用しなくても、安心して暮らすために欠かせ
ないものが公共交通です。 

 

• 人口減少と少子高齢化が進む中で、公共交通ネットワークを維持、改善すること
で「市民が安心して暮らすことができるまち」を実現します。 

 

成果指標 基準値 目標値 

７０歳以上の市民の公共交通に対する満足度 
47.2％ 

(R3) 

67.0％ 

(R7) 
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１－１ 公共交通軸の維持（ＪＲ東海道本線） 

【事業概要】 

• 市内に鷲津駅、新所原駅、新居町駅の3つの駅があり、東に位置する浜松市と西に
位置する愛知県豊橋市を結び、市内を東西に横断する形で運行しています。 

• 総合交通マップへの運行時刻の掲載など、利用啓発を図ります。 

 

【今後の事業内容と実施スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

【実施主体】 

 交通事業者、湖西市 

事業内容 R4 R5 R6 R7 

公共交通軸の維持 ○ ○ ○ ○ 

総合交通マップへ運行時刻を掲載 ○ ○ ○ ○ 

１－２ 公共交通軸の維持（天竜浜名湖鉄道） 

【事業概要】 

• 市内に新所原駅、アスモ前駅、大森駅、知波田駅の4つの駅があり、浜名湖の北部
を経て掛川駅まで運行しています。 

• 総合交通マップへの運行時刻の掲載など、利用啓発を図るとともに、沿線市町と
連携して利用促進事業を実施します。 

 

【今後の事業内容と実施スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

【実施主体】 

 交通事業者、湖西市 

事業内容 R4 R5 R6 R7 

公共交通軸の維持 ○ ○ ○ ○ 

総合交通マップへ運行時刻を掲載 ○ ○ ○ ○ 

天竜浜名湖線市町会議と連携した利用促進事業の実施 ○ ○ ○ ○ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

第４章 目標を達成するための事業 
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第４章 目標を達成するための事業 

１－３ デマンド型乗合タクシーの市内全域化 

【事業概要】 

• 平成30年3月より白須賀地区の一部で実証実験を開始し、平成30年8月に白須賀地
区全域へ拡大しました。（令和2年4月より本格運行） 

• 令和元年11月より知波田地区にて実証実験を開始しました。 

• 令和4年4月よりＪＲ駅付近を除く市内全域へ対象地区を拡大するとともに全5地区
で本格運行を開始します。 

• 自宅間からバス停まで移動が困難な方の移動手段の確保や公共交通空白地域のカ
バーを目的に自宅から指定施設、指定施設から自宅への移動手段として市内完全
全域化を目指します。 

 

【今後の事業内容と実施スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施主体】 

 湖西市 

 

【ＫＰＩ】 

 

 

 

 

 

 ※算出方法 

  全地区の各年度の利用者数より 

事業内容 

R4 R5 R6 R7 

○ ○ ○ ○ 

 JR駅周辺を除く地区に利用可能エリアを拡大することで、高齢者を中心とし

た買い物、通院時の移動手段の確保、免許返納の促進を図る。 

 また、利用実績等を考慮し、市内完全全域化について検討を進める。 

内  容 
基準値 

（Ｒ２） 

目標値 

（Ｒ６） 

デマンド型乗合タクシー利用者数 2,506人 10,774人 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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第４章 目標を達成するための事業 
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１．評価の指標 

第５章 事業の評価と進行管理 

第５章 事業の評価と進行管理 

成果指標 基準値 目標値 

目標１（安心して暮らせる公共交通サービスへ） Ｒ3 Ｒ7 

 ① 70歳以上の市民の公共交通に対する満足度 47.2％ 67.0％ 

目標２（魅力ある公共交通サービスへ） Ｒ2 Ｒ6 

 ② 市民1人あたりの公共交通年間利用回数 1.28回/人 1.58回/人 

目標３（持続可能な公共交通サービスへ） Ｒ2 Ｒ6 

 ③ 収支率 10.11％ 16.00％ 

 ④ 利用者1人あたりにかかる市の負担額 1,018円 830円 

【①の算出方法】・・・市民意識調査の結果より 

 【設問】湖西市の公共交通（東海道本線、天竜浜名湖線、コーちゃんバス、遠鉄バ 

     ス浜名線、デマンド型乗合タクシー、タクシー）は、利用しやすく満足で 

     きるものですか。 

 【集計方法】70歳以上の回答者のうち、選択肢（満足・やや満足・やや不満・不 

     満）から（満足、やや満足）を選んだ人の割合 

 

【②の算出方法】・・・公共交通利用者数／住民基本台帳人口（年度） 

  ※公共交通利用者数：コーちゃんバスとデマンド型乗合タクーの利用者数の合計 

  ※住民基本台帳人口：各年度3月末時点の住民基本台帳人口 

 

【③の算出方法】・・・運賃収入／運行経費（年度） 

  ※運賃収入：コーちゃんバスとデマンド型乗合タクシーの運賃収入の合計 

  ※運行経費：コーちゃんバスとデマンド型乗合タクシーの運行経費の合計 

 

【④の算出方法】・・・市の負担額／公共交通利用者数（年度） 

  ※市の負担額：運行経費から運賃収入、国県補助金を除いた額 

  ※公共交通利用者数：コーちゃんバスとデマンド型乗合タクーの利用者数の合計 
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個別事業のＫＰＩ 基準値 目標値 

目標１（安心して暮らせる公共交通サービスへ） Ｒ2 Ｒ6 

 1-3 デマンド型乗合タクシーの利用者数 2,506人 10,774人 

 1-4 企業シャトルBaaS利用者数 248人 1,000人 

 1-5 周知を行った利用可能な駐輪場の数 0カ所 10カ所 

目標２（魅力ある公共交通サービスへ） Ｒ2 Ｒ6 

 2-3 チラシの配布回数 年1回 年4回 

 2-4 SNSやﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞによる情報発信回数 年2回 年10回 

 2-5 夏休み小学生50円バスの利用者数 104人 

（R3実績） 

210人 

目標３（持続可能な公共交通サービスへ） Ｒ2 Ｒ6 

 3-2 デマンド型乗合タクシーの乗合率 
              （全地区合計） 

1.21人/台 1.30人/台 

 3-3 コーちゃんバス1便あたりの利用者数 1,002人 1,766人 

第５章 事業の評価と進行管理 
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２．進行管理の基本的な方針 

第５章 事業の評価と進行管理 

【実施体制】 

 

 

 本計画で定める各種事業を計画的及び効果的に実施するため、市民、交通事業者、行政
などで構成する「湖西市地域公共交通会議」が主体となり、関係機関などの意見を反映
しながら事業を進めます。 

 湖西市地域公共交通会議を開催し、事業の進行を管理します。 

【計画の評価スケジュール】 

 

 

 本計画の進行管理・評価は、以下のスケジュールに基づき進めます。 
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